
【　会計別予算規模及び補正予算の概要　】

（単位：千円、％）

当初予算額

(A)

前回までの補正額

(B)

現計予算額

(C)=(A)+(B)

12月補正額

(D)

12月補正後
予算額
(C)+(D)

増減率
(D)/(C)

25,089,750 1,564,298 26,654,048 612,779 27,266,827 2.3

8,591,816 215,290 8,807,106 △ 10,283 8,796,823 △ 0.1 介護保険事業特別会計

33,681,566 1,779,588 35,461,154 602,496 36,063,650 1.7

7,342,543 71,717 7,414,260 7,414,260 0.0

41,024,109 1,851,305 42,875,414 602,496 43,477,910 1.4

※公営企業会計（水道事業、下水道事業、工業用水、市民病院会計）は、収益的（３条）支出予算額、資本的（４条）支出予算額の合計額を計上しています。

事業名・内容

■令和５年度１２月補正予算について

・今回の補正予算は、一般会計及び介護保険事業特別会計です。

・一般会計補正予算（第５号）は、歳入歳出にそれぞれ６億１，２７７万９千円を追加し、補正後の予算額を

２７２億６，６８２万７千円とするものであり、国・県の補助事業や前年度事業の精算による国・県への返還金、ふる
さと納税事業などの補正を主なものとして編成しており、主な補正内容は、下記表のとおりです。
・介護保険事業特別会計（保険事業勘定）（第２号）における補正予算は、要介護認定者数が減少し、要支援認定者数が増加
したことから、要介護認定者に対する介護サービス給付費を減額し、要支援認定者に対する介護予防サービス給付費を増額す
るものです。

予算額の状況

区　　　分

令和５年度予算総額

備考

一般会計 ①

特別会計 ②

小計 （①+②）

公営企業会計 ③

合計（①+②+③）
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◎ 一般会計補正予算（第５号）の主要事業

予算額

2
(3,626,464)

331,963
3,958,427

3
(6,413,404)

158,576
6,571,980

4
(2,350,933)

43,640
2,394,573

民生費

　・病児・病後児保育事業 < 24,862 + 552 = 25,414 > 　　　　　　【福祉課】
　　国東市民病院内に設置している病児・病後児保育室「すくすくルーム」において、
　ヘルパンギーナなどの感染症の流行などにより、利用者数が増加していることから、
　受け入れのための経費を増額します。

衛生費

　・子ども医療費助成事業 < 78,942 + 11,384 = 90,326 > 　　　　　【医療保健課】
　　１０月から助成対象を高校生の通院まで拡充しましたが、新型コロナウイルス感染症の
　５類感染症への移行により医療費への公費負担が引き下げられたことやインフルエンザなど
　の感染症の流行により医療費が増加していることから、助成費用を増額します。

　・清掃総務費（家庭ごみ廃プラスチックのケミカルリサイクルに向けた実証実験）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 < 6,260 + 467 = 6,727 > 【環境衛生課】
　　家庭から出るプラスチックごみを油化し、石油精製事業者により燃油精製に用いる
　ための成分分析を行う実証実験を実施します。
　　協定を締結しました石油精製大手企業との共同により、ごみの再資源化・減量化の推進と
　ともに、国東市が目指すカーボンネガティブの実現に向け、プラスチック類の焼却による
　温室効果ガス排出量の大幅削減、ケミカルリサイクル資源の有効利用がどの程度図れるか
　を調査するものです。

　　　（単位：千円）

款番号　及び　名称 主な内容　＜既決予算額+今回予算補正額=補正後予算額＞【担当課】

総務費

　・ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）事業 < 1,096,023 + 311,000 = 1,407,023 > 　【活力創生課】
　　ふるさと納税の増額を見込み、返礼品やシステム利用料など必要な経費について増額します。
　　なお、歳入予算におけます、今回補正後のふるさと納税の収入額は23億1,100万円に増額しております。

　・国東市移住支援事業 < 17,100 + 11,800 = 28,900 >　　　　　　　　　　　【活力創生課】
　　国東市内に就業する移住者への支援金について、就業先となる事業所の登録が増えたため、
　交付対象者の増加が見込まれることなどから支援金を増額します。

　・防犯対策費 < 5,061 + 300 = 5,361 >　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総務課】
　　特殊詐欺防止機能付き電話機の購入補助について、６５歳以上の方のみの世帯としていた
　対象要件を、６５歳以上の方のいる世帯が対象となるよう拡充したため、要望が増加したこと
　などから補助金を増額します。

　・社会保障・税番号制度システム整備事業 < 4,433 + 8,863 = 13,296 >　　　【市民健康課】
　　令和６年度からマイナンバーカードに氏名のふりがな及びローマ字が表記されることから、
　必要となる住民基本台帳システムの改修のための経費を増額します。
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6
(1,422,913)

38,681
1,461,594

7 商工費
(617,971)

27,033
645,004

8
(2,763,383)

7,500
2,770,883

10
(3,518,210)

5,386
3,523,596

　・鬼ウマッ、鬼スゴッ！くにさき魅力産品直送事業 < 34,563 + 24,382 = 58,945 > 　【活力創生課】
　　物価高騰対策として事業者や生産者を支援するため、通信販売サイト『おおいた国東
　つうはん』を開設し、送料無料で国東市の特産品をお届けしていますが、利用が増加し
　たことから、事業に必要な経費を増額します。

　・観光振興事業 < 10,756 + 2,651 = 13,407 >　　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光課】
　　インバウンド需要や令和６年春の「福岡・大分デスティネーションキャンペーン」の
　準備・対応のため、韓国語などの観光パンフレットを刷新する経費を増額します。

土木費
　・橋梁長寿命化事業（国庫補助金事業） < 197,000 + 7,500 = 204,500 > ＞【建設課】
　　定期点検の結果に応じて順次修繕を実施しています橋梁の長寿命化工事について、
　労務費などの上昇の影響により工事費を増額します。

教育費

・総合文化センター等管理費 < 54,652 + 3,400 = 58,052 >　　　　　【社会教育課】
　コロナ禍での制限が緩和したことにより社会教育活動を活発に行うことが可能となり、
ホール使用の機会が増えたことに伴い電気使用量が増加したことなどにより、アストくにさ
きの光熱水費などを増額します。

※予算額欄の上段（　　）は既決予算額、中段は今回補正予算額、下段は補正後予算額です。

農林水産業費

　食品企業連携産地拡大推進事業 < 2,750 + 5,000 = 7,750 >　　　　　　　　　【農政課】
　　国東市にて生産拡大を推進しています「たまねぎ」について、新たに加工用たまねぎ
　栽培に取り組む農業生産法人に対し、事業の拡大に必要な農業用機械の導入経費を補助
　します。

おおいた国東つうはん
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○一般会計補正予算（第５号）の財源

予算額

13
(237,980)

11,350
249,330

15
(2,823,880)

▲47,172
2,776,708

16
(1,545,835)

16,269
1,562,104

18
(2,000,000)

311,000
2,311,000

19
(2,549,623)

250,932
2,800,555

22
(3,396,223)

70,400
3,466,623

市債

・過疎対策事業債（ソフト分）（子ども医療費助成事業） < 55,700 + 7,200 = 62,900 >
・過疎対策事業債（市道西村西方寺線改良事業） < 43,600 + 9,400 = 53,000 >
・合併特例事業債（橋梁長寿命化事業） < 89,300 + 28,500 = 117,800 >
・合併特例事業債（武蔵川橋梁架替事業） < 22,800 + 7,200 = 30,000 >
・合併特例事業債（トンネル長寿命化事業） < 63,300 + 6,100 = 69,400 >

※予算額欄の上段（　　）は既決予算額、中段は今回補正予算額、下段は補正後予算額です。

県支出金

・移住者居住支援事業補助金 < 0 + 6,000 = 6,000 >
・移住応援給付事業費補助金 < 6,750 + 1,900 = 8,650 >
・地域子ども・子育て支援交付金（病児保育事業） < 7,037 + 667 = 7,704 >
・子ども医療費助成事業費補助金 < 11,788 + 4,121 = 15,909 >
・食品企業連携産地拡大推進事業費補助金（産地供給力強化対策） < 0 + 2,500 = 2,500 >

寄附金 ・ふるさと応援寄附金 < 2,000,000 + 311,000 = 2,311,000 >

繰入金
・財政調整基金繰入金 < 1,168,933 + 226,550 = 1,395,483 >
・ふるさと応援基金繰入金 < 915,473 + 24,382 = 939,855 >

国庫支出金

・社会保障・税番号制度システム整備事業費補助金（総務省分） < 1,353 + 7,338 = 8,691 >
・道路交通安全対策事業費補助金（橋梁長寿命化） < 102,850 + △22,432 = 80,418 >
・道路交通安全対策事業費補助金（道路構造物定期点検） < 39,325 + △10,264 = 29,061 >
・社会資本整備総合交付金（西村西方寺線） < 37,400 + △9,350 = 28,050 >
・社会資本整備総合交付金（武蔵川橋梁架替） < 24,200 + △7,552 = 16,648 >

　（単位：千円）

款番号　及び　名称 主な内容　＜既決予算額+今回予算補正額=補正後予算額＞

分担金及び負担金
・県営中山間地域総合整備事業分担金（基幹事業）　< 3,000 + 2,648 = 5,648 >
・県営農地耕作条件改善事業分担金（安国寺地区）　< 18,931 + 6,076 = 25,007 >
・県営農業競争力強化基盤整備事業分担金　< 22,125 + 2,626 = 24,751 >
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